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・利用者の利用状況（入院・退院・新規等）を画面上でいつでも入力・確認

　することができるようになった。

・利用者の介護度・区分別の人数を自動計算で把握でき、職員全員が利用状

　況を意識するようになった。

・担当職員の負担軽減。作業時間の削減。

・月毎の手書き作成のため、他の業務に追われ後回しになっていた。

・まとめて書類作成することにより当時の記憶も薄れ、内容が浅くなっていた。

・利用者数の計算間違いが起きていた。

・様式を手書きからGoogleスプレッドシートに変更。（レイアウト変更）

・職員間でファイルを共有し、利用者状況を各サ責がリアルタイムで入力。

・新規や中止者等の介護度や区分を入力（プルダウン形式）することで、利用者数を自動計算とする。

　   改善前＜手書き＞ 改善後＜Googleスプレッドシート版＞

改善点

・利用者数は自動計算。（新規や中止者を介護度や区

　分別に入力することで自動計算される）

・入力したい行の追加・削除等、いつでも同時編集が

　可能。利用者の状況を各サ責がそれぞれ入力。

・必要な時だけ印刷。（ペーパーレス化）

解決のしかた

事業所名

手書き記入からGoogleスプレッドシートに変更することで、書類作成業務

の短縮及び、利用状況を見える化することができた。

成

果

業務の質の向上

量的な効率化

課題


